
　
東
京
都
の
西
部
に
位
置
す
る
多
摩
地
域
は
人
口
４
１
９
万
人
を
擁
し
、
東
京

区

に
労
働
力
を
供
給
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
。
住
宅
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
は

工
業
系
事
業
所
３
１
０
０
社
が
立
地
し
、

万
６
０
０
０
人
が
働
い
て
い
る
。
大
学

や
大
企
業
な
ど
の
研
究
開
発
拠
点
が
多
く
、
豊
か
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。
研
究

開
発
に
有
利
な
土
地
だ
。
装
置
メ
ー
カ
ー
も
部
品
加
工
会
社
も
技
術
志
向
が
強
い
。

企
業
間
の
産
産
連
携
や
大
学
と
の
産
学
連
携
も
盛
ん
で
、
次
世
代
技
術
や
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
育
む
ゆ
り
か
ご
と
な
っ
て
い
る
。

【
多
摩
と
は

】

　
日
刊
工
業
新
聞
社
で
は
東

京
都
の
区
部
と
島
部
を
除
い

た
地
域
を
多
摩
地
域
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

区部上回る製造品出荷額府中・日野・羽村がトップ３ 偏
ら
な
い
産
業
構
造

先進企業の集積地東京・多摩地域
研
究
開
発
型
企
業
が
先
導
豊
富
な
人
材
を
積
極
活
用

多
摩
地
区
に

は
研
究
開
発

型
の
ハ
イ
テ

ク
企
業
が
多

い

　
東
京
・
多
摩
地
域
の
特
徴

は
豊
か
な
人
材
だ
。
学
生
や

シ
ニ
ア
、
主
婦
な
ど
に
よ
る

地
域
活
動
が
盛
ん
だ
。
企
業

に
と
っ
て
帳
簿
に
載
ら
な
い

人
的
資
源
が
眠
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
多
摩
地
域
は
大
学

や
工
業
専
門
学
校
が
多
く
、

一
橋
大
学
や
首
都
大
学
東
京

や
東
京
農
工
大
学
、
東
京
工

業
高
等
専
門
学
校
な
ど
約

校
を
数
え
る
。
学
生
は
採
用

対
象
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

大
学
と
の
共
同
研
究
を
通
し

て
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供

し
て
く
れ
る
。

　
ま
た
大
企
業
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
ク
ラ
ス
が
多
く
住
ん
で

お
り
、
企
業
Ｏ
Ｂ
の
ベ
テ
ラ

ン
営
業
マ
ン
や
技
術
者
が
毎

年
大
量
に
定
年
退
職
し
て
い

る
。
新
分
野
に
事
業
拡
大
を

狙
う
中
小
企
業
に
と
っ
て
業

界
を
知
る
シ
ニ
ア
人
材
は
即

戦
力
だ
。
開
発
や
営
業
の
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
任
せ
、

経
営
の
高
度
化
に
つ
な
げ
て

い
る
。
女
性
も
学
歴
が
高

く
、
大
企
業
経
験
者
が
多

い
。
妊
娠
・
出
産
を
機
に
退

職
し
、
子
供
を
学
校
に
送
り

出
し
た
後
に
、
地
域
の
中
小

企
業
で
パ
ー
ト
と
し
て
働

く
。
社
長
よ
り
も
女
性
パ
ー

ト
の
方
が
学
歴
の
高
い
企
業

も
少
な
く
な
い
。
一
般
の
非

正
規
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
遠
く
、
勤

続
年
数
は
長
い
。
短
時
間
労

働
の
主
力
従
業
員
と
し
て
事

務
処
理
や
作
業
現
場
の
改
善

を
け
ん
引
し
て
い
る
。
優
れ

た
住
環
境
と
子
育
て
環
境
が

優
秀
な
人
材
を
地
域
に
循
環

さ
せ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
も
受
け
入
れ
る

た
め
に
社
内
環
境
を
整
え
て

き
た
。
即
戦
力
に
は
広
い
裁

量
を
与
え
、
就
業
時
間
に
制

限
が
あ
っ
て
も
助
け
合
え
る

よ
う
多
能
工
化
を
進
め
て
い

る
。
な
に
よ
り
積
極
的
に
高

付
加
価
値
の
仕
事
に
挑
戦
し

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き

出
し
て
い
る
。

　
地
域
産
業
と
し
て
は
偏
り

が
な
く
産
業
全
体
に
分
散
し

て
い
る
。
製
造
品
出
荷
額
の

内
訳
も
日
野
自
動
車
が
け
ん

引
す
る
輸
送
用
機
械

％

を
筆
頭
に
、
情
報
通
信

機
器

％

、
電
気
機
械

％

、
生
産
・
業
務
用

機
械
、

％

、
食
料
品

％

電
子
デ
バ
イ
ス

％

と
続
く
。
製
造
品

出
荷
額
を
支

え
る
量
産
品

は
大
企
業
を

中
心
と
し
、

中
小
企
業
に

は
試
作
な
ど

の
中
小
ロ
ッ

ト
品
が
流
れ

る
。

　
そ
も
そ
も

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
は

時
間
稼

働
さ
せ
る
量
産
に
向
か
ず
、

地
方
の
企
業
城
下
町
ほ
ど
地

域
内
の
大
企
業
と
中
小
企
業

の
つ
な
が
り
は
強
く
な
い
。

そ
の
た
め
部
品
加
工
会
社
は

試
作
な
ど
開
発
要
素
の
高
い

高
付
加
価
値
品
を
受
注
し
よ

う
と
、
難
し
い
技
術
に
挑
戦

し
て
き
た
。
さ
ら
に
複
数
の

業
界
に
受
注
窓
口
を
広
げ
、

業
界
不
況
な
ど
の
リ
ス
ク
分

散
を
進
め
て
き
た
。
小
規
模

な
が
ら
自
立
し
た
経
営
基
盤

を
築
い
て
い
る
。

　
高
い
技
術
力
を
持
つ
部
品

加
工
会
社
は
、
５
―

人
で

フ
ァ
ブ
レ
ス
の
設
計
会
社
で

も
装
置
メ
ー
カ
ー
と
し
て
操

業
で
き
る
土
台
を
作
っ
て
い

る
。
ま
た
大
学
や
大
企
業
の

研
究
開
発
部
門
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
開
発
優
位
性
も
多

摩
地
域
の
特
徴
の
一
つ
だ
。

中
小
規
模
の
装
置
メ
ー
カ
ー

で
も
大
学
の
研
究
装
置
や
大

企
業
の
量
産
設
備
な
ど
、
技

術
レ
ベ
ル
や
設
備
投
資
の
動

向
を
把
握
し
開
発
プ
ラ
ン
を

提
案
し
て
い
る
。

　
課
題
は
量
産
と
海
外
展
開

だ
。
部
品
加
工
会
社
で
は
多

品
種
少
量
生
産
や
技
術
開
発

な
ど
、
優
秀
な
人
間
を
育
て

る
こ
と
に
力
を
注
い
で
来
た

た
め
、
自
動
化
や
シ
ス
テ
ム

化
に
後
れ
が
見
ら
れ
る
。
多

品
種
少
量
の
検
査
工
程
を
自

動
化
で
き
れ
ば
、
量
産
品
も

受
注
で
き
る
。

　
ま
た
新
興
国
市
場
も
無
視

で
き
な
い
。
部
品
加
工
会
社

は
現
地
生
産
と
新
し
い
顧
客

の
開
拓
、
装
置
メ
ー
カ
ー
に

は
技
術
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現

在
は
商
社
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
経
由
で
ロ
ー
カ
ル
市
場

を
調
べ
る
企
業
が
多
い
が
、

い
ず
れ
現
地
に
根
を
張
っ
て

市
場
調
査
す
る
必
要
が
出
て

く
る
。

　
現
地
で
も
優
秀
な
人
間
は

引
く
手
数
多
だ
。
ロ
ー
カ
ル

プ
ラ
イ
ス
で
現
地
で
働
け
る

技
術
営
業
人
材
の
育
成
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月２９日 火曜日 　　

　
東
京
都
の
２
０
１
０
工
業

統
計
調
査

速
報
値

に
よ

る
と
、
都
の
製
造
品
出
荷
額

８
兆
６
１
１
億
円
の
う
ち
多

摩
地
域
は
４
兆
５
９
９
２
億

円
を
占
め
た
。
都
道
府
県
ラ

ン
キ
ン
グ
に
当
て
は
め
る

と
、

位
の
京
都
府
と

位

の
新
潟
県
の
間
に
入
る
規
模

と
な
る
。
都
の
多
摩
地
区
の

構
成
比
は
前
年
比
３
・
４

増
の

・
１
％
と
、
区
部
の

・
９
％
を
上
回
っ
た
。

　
区
市
町
村
別
で
は
大
手
の

主
力
工
場
が
立
地
す
る
府
中

市
が
７
８
５
３
億
円

前
年

比
５
・
７
％
増

と
な
り
、

２
年
連
続
の
ト
ッ
プ
。
２
位

は
日
野
市
が
６
４
５
６
億
円

同
２
・
５
％
減

、
３
位

は
羽
村
市
が
６
０
１
９
億
円

同

・
４
％
増

と
続
い

た
。
多
摩
地
域
が
上
位
３
位

を
独
占
し
、
モ
ノ
づ
く
り
で

大
き
な
実
力
を
持
つ
地
域
で

あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。
４
―
５
位
は
板
橋
区

が
５
４
４
９
億
円

同
７
・

５
％
増

、
大
田
区
が
４
６

６
７
億
円

同

・
３
％

減

だ
っ
た
。

　
一
方
、
多
摩
地
域
で
府

中
、
日
野
、
羽
村
の
３
市
に

続
く
自
治
体
は
八
王
子
市

４
４
６
８
億
円
、
同
８
・

８
％
増

、
昭
島
市

３
２

８
８
億
円
、
同

・
５
％

増

、
瑞
穂
町

３
２
２
１

億
円
、
同
１
・
４
％
減

の

順
。
前
年
に
比
べ
３
位
と
４

位
、
５
位
と
６
位
の
順
位
が

入
れ
替
わ
っ
た
。


